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大山田給食センター電気及び機械設備改修工事

本館棟 ＊＊＊＊Ｓ造　１階建て （１５）項

大山田給食センター電気及び機械設備改修工事

三重県伊賀市大山田　地内

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること。

　なお実施工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　・完成写真

　・工事写真

　　竣工図は、原図サイズを２部。

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　　の電源確保

　・完成確認、完成検査時

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　＊その他監督員の指示する書類

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　工事名、竣工図、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　・完成書類

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。　・工事使用材料等

　すること。

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　・工程表 　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること。

入基本方針」に準ずること。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

これらと同等以上のものとする。

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

　＊機器明細図

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　＊総合施工計画書

　・施工計画等

改善策を講じること。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

手直し施工を行うこと。

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　＊その他関連法規、関連諸基準

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電力会社供給約款

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」平成２８年版

　　「公共建築改修工事標準仕様書　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

２．一般事項

　　「公共建築設備工事標準図　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築工事標準仕様書　平成２８年版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。１．施行基準

Ⅳ　工事仕様

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目
（５）躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。

（７）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

（６）地中埋設配管には、埋設表示杭・シートを布設すること。

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

（４）保護キャップ等

　　を取り付けること。

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

（３）セパレータ

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

（２）行先表示等

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　・指定色で２回塗りとする。

（１）塗装４．施工

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（２）測定機器の校正記録

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

（１）使用機械５．その他

指示するもの。

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

（２）地域係数は１．０とする。

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

３．耐震基準

レ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　・不当介入を受けた

　（１）受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）による

場合の措置について

　暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）を受けた

場合の措置

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

　・施工条件

　・事故の発生時

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）　・発生材の処理等

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

に報告し対応を協議するものとする。

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

検証等に協力すること。

する部分の記述）を行うこと。

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

必要経費も本工事に含む。

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

　・消防提出書類

　・諸手続

　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。　・電子納品

□構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　　・残土処分

（マニフェストＡ票、Ｅ票の写しを監督員に提出すること）

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

　・工事中の保安管理

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　・既設設備の調査

　・既設との取合い

り行うこと。

　・足場

場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行占用足場方式によ

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足

年４月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成２１

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

行わない行う（各居室　３ポイント）照度測定

消防庁認定準拠品消防庁認定品

何れも省電力型を優先とする。

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

１φ３Ｗ　２１０／１０５　Ｖ　６０Ｈｚ

機器取付配線配管工事範囲

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

フルカラー（　　　　）ステンレス

機器取付配線配管

新金属

特別なものを除き大角型とする

Ａメーター付（３Ｐノミ）樹脂製

中央監視盤による操作現場盤による操作遠方操作盤

動力機器の試運転調整　　

鉄箱

警報盤

警報設備引込み工事負担金引込機器取付配線配管

民間仕様露出型

動力設備警報設備

埋込み型

３φ３Ｗ　２１０　　　　　Ｖ　６０Ｈｚ

照明器具

プレート

配線器具

動
力
設
備 手元開閉器

制御方式

工事範囲

工事範囲

幹
線
設
備

その他

盤類形式

電気方式

フック棒（１本）

民間仕様屋外屋内開放型

電気式（・交流・直流）

架空 地中

電力ヒューズ（３本）

キュービクル型

手動式

３φ３Ｗ６６００Ｖ　６０Ｈｚ

フェンス工事受変電設備取替配線配管

受
変
電
設
備

その他

付属品他

型　　式

操作方法

引込方法

工事範囲

工事範囲

電気設備工事特記仕様書

備　　考消施令の適用延面積（㎡）建物名称 構　　造

Ⅲ　建物概要

Ⅱ　工事場所

Ⅰ　工事名称



１：２００電気設備　配置図

' ２.１７.

Ｅ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

－2

大山田給食センター電気及び機械設備改修工事

屋外型キュービクル（別図参照）

（７５）×４

（７５）×４

既設流用

１φ　ＣＥ－Ｔ　６０゜　（ＦＥＰ　８０）

３φ　ＣＶ１００゜－３Ｃ（ＦＥＰ１００）

１φ　ＣＶ　６０゜－３Ｃ（ＦＥＰ　８０）

３φ　ＣＥ－Ｔ１００゜　（ＦＥＰ１００）

引込み（電力会社）３φ３Ｗ６６００Ｖ－６０Ｈｚ

GL-1200

GL-1200

１φ　ＣＥ－Ｔ　１４゜　（ＦＥＰ５０）

ヨビ　　　　Ｃ　　　　　（ＦＥＰ８０）

３φ　ＣＥ－Ｔ　６０゜　（ＦＥＰ８０）

警報　ＣＥＥ　２゜－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

３φ　ＣＥ－Ｔ　６０゜　（ＦＥＰ８０）

既設分電盤

天井内コロガシ

１φ　ＣＥ－Ｔ　１４゜

３φ　ＣＥ－Ｔ　６０゜

警報　ＣＥＥ　２゜－２Ｃ

３φ　ＣＥ－Ｔ　６０゜

Ｐ．ＢＯＸ（ｗｐ）ＳＵＳ
６００×６００×３００

ＬＭ－２

ＬＭ－１

ＥＤＥＢ

ＥＡ

ＥＡ

Ｅ１４゜（ＶＥ１６）Ｅ１４゜（ＶＥ１６）

Ｅ（ＬＡ）

柱上ＳＯＧ７．２ＫＶ２００Ａ（方向性付），ＰＣｘ３，ＬＡ８．４ＫＶｘ３取付け

引込みコンクリート柱（１２－１９－５００ｋｇ）装柱材料、一方支線、根架等一式

６００Ｖ　ＣＥ　５．５゜－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

６ｋＶ　　ＣＥ－Ｔ　３８゜　　（ＦＥＰ８０）

既設引き込み盤改造

積算電力計・開閉器（３Ｐ１００ＡＦ×２）撤去

１φ　ＩＶ　　６０゜×３（５１）露出

既設配管配線撤去

３φ　ＩＶ　１００゜×３（６３）露出

既設引き込み撤去

引込み（電力会社）１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

既設電柱

（現状契約－３５Ｋ）

（現状契約－１２Ｋ）

　〃　（　〃　　）３φ３Ｗ２１０Ｖ

００コ２２２
中電柱

WS

14
,1
65

米倉庫 車庫

プロパン庫

ＤＮ

ボイラー室

前室 脱衣室

ＤＮ

検収室
ポーチ

事務室

玄関

ホール

便所

湯沸し室

便所

ｼｬﾜｰ 下処理室

食品庫調味料室

更衣室

休憩室

調理室 洗浄室

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

11,548

隣
地
境
界
線
　
75
,9
1
2

道路境界線　42,508

25,862

8
,5
00

6,500

S

W E

N
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大山田給食センター電気及び機械設備改修工事

2400

ＧＬ

1900以下

≒２１００

ＧＬ

2800

3
0
0
2
5
0

2400

≒
２
４
０
０

≒２５００

800800800

ガラス
アミ入り

Ｎ 　 Ｐ

ガラス
アミ入り

Ｎ 　 Ｐ

ガラス
アミ入り

Ｎ 　 Ｐ

変電設備

※ 増 設 可 能 型

高 圧 受 変 電 設 備 単 線 結 線 図

３
1
0
0
1
0
0

３
2
2
5
2
0
0

予
　
　
備

予
　
　
備

３
1
0
0
1
0
0

３
2
2
5
2
0
0※Ａ・Ｂ

ＴＳ

屋外ブザー ＢＺ

漏電信号

Ｌ

警報盤

Ｏ

ＥＢ ＥＤＥＡ

６０゜（ＶＥ２２）

６０゜（ＶＥ２２）

６０゜（ＶＥ２２）

負
荷
名
称

容
量
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）
配
線
サ
イ
ズ

開
閉
器
（
Ｍ
Ｃ
Ｂ
）

Ａ
Ｆ

Ａ
Ｔ

Ｐ ３
5
0

5
0

３
1
0
0
1
0
0

Ｌ
Ｍ
－
２

1
4゚

2
.
0

Ｌ
Ｍ
－
１

6
0゚

2
1
.
2

３
5
0

5
0

2
2
.
5
5

3
6
.
8
5

4
8
.
3
2

6
0゚

6
0゚

３
2
2
5
2
0
0

1
0
0゚

３
4
0
0
2
5
0

Ｌ
Ｍ
－
２

Ｌ
Ｍ
－
２

Ｌ
Ｍ
－
１

地絡方向継電器ＤＧＲ

高圧負荷開閉器

（ＤＣ内蔵）
ＳＲ

ＳＣ

５０ｋＶＡ
６．６ｋＶ

高圧カットアウト

計器用変圧器

高圧限流ヒューズ

高圧カットアウト

変流器 ＣＴ×２

ＰＦ×３
２００Ａ
ＬＢＳ７．２ｋＶ

ＰＦ×３
ＰＣ７．２ＫＶ

ＰＦ×３
ＰＣ７．２ＫＶ

ＰＦ×２
ＰＣ７．２ＫＶ

ＶＳ

ＡＳ

９０００Ｖ

／５Ａ

ＶＴ×２

６６００／１１０Ｖ

Ｇ
Ｒ
Ｙ

所
内
電
源

負
荷
名
称

予
　
　
備

予
　
　
備

容
量
（
ｋ
ｗ
）

開
閉
器
（
Ｍ
Ｃ
Ｂ
）

Ａ
Ｆ

Ａ
Ｔ

Ｐ２
５
０

２
０

２
５
０

２
０

※Ｂ

ＬＧＲ
ＺＣＴ

※Ａ

ＬＧＲ
ＺＣＴ

ＣＴｘ２
ＤＡ

ＡＳ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

Ａ

Ｖ

ＴＲ３φ３Ｗ　１５０ＫＶＡ油入

６６００Ｖ／２１０Ｖ６６００Ｖ／２１０Ｖ－１０５Ｖ

ＴＲ１φ３Ｗ　３０ＫＶＡ油入

ＣＴｘ２
ＤＡ

ＡＳ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

ＣＨ

ＣＨ

６ｋＶ　ＣＥ－Ｔ　３８゜（ＦＥＰ８０）
避雷器

ＥＡ Ｅ（ＬＡ）

１４゜（ＶＥ１６） １４゜（ＶＥ１６）

７．２ｋＶ
ＰＣｘ３

ＬＡ８．４ＫＶｘ３

Ｗｈ

３

AC100V＞Ｉ

ＳＯＧ　７．２ＫＶ　２００Ａ

ＶＣＴ

３φ　３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ（電力会社）

（ＺＣＴ内蔵過電流ロック機構付）

方向性付（ステンレス製）

（建築図面参照）
キュービクル基礎：W2.8×D2.4×H0.55
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ＴＯＴＡＬ＝２２．５５ｋｗ

ＴＯＴＡＬ＝３６．８５ｋｗ

年間・２４Ｈタイマー

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

２４Ｈタイマー

（停電補償付き）

Ａ

５２

５２

５２

５２

５２

積算電力計（電力会社支給品）

（自，切，手）

（自，切，手）

（遠方，切，手）

（遠方，切，手）

ＧＲ

Ａ

ＣＯＳ

スターデルタ始動
電磁接触器３ヶ

（停電補償付き）

ＧＲ

インターロック

Ａ

ＧＲ
ＣＯＳ

ＴＭ

Ａ

ＧＲ
ＣＯＳ

Ａ

ＡＳ
ＴＭ

ＣＯＳ

Ｒ・Ｒｙ　×１

ＷＨＭ

Ａ

セパレート

セパレート

予　　　備

予　　　備

Ｘ３

Ｘ２

Ｘ１ キュービクル異常

警報（３窓）

１００Ｖ／２４Ｖ
ＴＲ　

ＢＳランプチェック

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

Ｆ

Ｆ

～～

～ ～ ～

ＢＸ

ＢＳブザー停止

ＢＺ ＢＸ

ＢＸ ＢＸ

Ｏ

Ｘ３

Ｏ

Ｘ１

Ｘ３Ｘ１

１００／　７５

１００／　７５

ヨ　ビ

ヨ　ビ

2.20Ａ 2003

2.20Ａ ５０／　５０ 2003

2.20L Ａ ５０／　３０ 200 空調機3 （新規）

６０゜

３ φ ３ Ｗ 9.75

0.85

9.75

K

J

I

Ａ

Ａ

５０／　３０

１００／　７５

スチームコンベクションオーブン2003 （新規）

200 　　　〃　　　－小3 （新規）

200 　　　〃　　　－小3 （新規）Ａ

（古山小学校）

６０゜

３ φ ３ Ｗ

12.8

7.80

9.50

6.75E

H

G

F

１００／　７５

１００／　７５

１００／　６０

200１００／１００ 　　　〃　　　－大

　　　〃　　　－小

　　　〃　　　－大

200

200

食器消毒保管庫200

3

3

3

3

（新規）

（新居小学校）

（新居小学校）

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

負荷名称
（ｋｗ）

負荷容量
（ Ｖ ）

電圧 備　　　考
分岐開閉器

ＡＦ／ＡＴＰＥＬＢ ＭＣＢ
制御方式回路番号

（露出型）

LM-2

Ａ

Ａ

1

1 １００

１００５０／　２０

５０／　２０

Ａ

Ａ

1

1 １００

１００５０／　２０

５０／　２０

620

150

1

２ Ａ 1 １００５０／　２０

Ａ 1 １００５０／　２０

50/50

３ＰＥＬＢ
１４゜

１ φ ３ Ｗ

ｺﾝｾﾝﾄ
備　　　考

その他照　明
負荷容量（ＶＡ）分岐開閉器

ＡＦ／ＡＴＰ （ Ｖ ）ＥＬＢ ＭＣＢ
制御方式回路番号 電圧結　　線　　図盤名称
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ＤＮ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

ＤＮ

Ｄ
Ｎ

物入

休憩室調味料室

ボイラー室
（１９．２５㎡）

（２３．５０㎡）（８．７５㎡）

食品庫
（８．７５㎡）

ポーチ

更衣室

湯沸し室

前室脱衣室

便所

ホール

便所

米倉庫 事務室

シャワー室

下処理室

プラットホーム

車庫

洗浄室プロパン庫 調理室

（２１．００㎡）

（１７０．５０㎡）（８．７５㎡）

（８．７５㎡）

（８．００㎡）

（７．１８㎡）

（３．３３㎡）

（４０．７５㎡）

（１４．５０㎡）

（１４．００㎡）（８．７５㎡）

（１７５．００㎡）

検収室
（5.00㎡）

玄関
（４．５０㎡）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

天井内コロガシ

但し、露出部分は、配管保護を行うこと。

２．０－３Ｃ　〈１Ｃ＝ＥＤ〉

２２゜　－４Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

１４゜　－４Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

５．５゜－４Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

２２゜ ＣＥ

１４゜ ＣＥ

ＣＥ

ＥＥＦ

注　配線図中特記なき配管配線は下記とする。

３Ｐ３０Ａ

３Ｐ６０Ａ

３Ｐ６０Ａ

３Ｐ１００Ａ

３Ｐ６０Ａ

３Ｐ６０Ａ

３Ｐ６０Ａ

2.20

0.85

7.80

9.50

6.75

9.75

9.75

12.8

0.44

（新設）空調機

スチームコンベクションオーブン

0.6

0.02

0.01

電　気（ｋＷ）

E

D

C

　　　〃　　　－小

　　　〃　　　－小

　　　〃　　　－大

　　　〃　　　－大

　　　〃　　　－小

自動反転ほぐし機

（古山小学校）食器消毒保管庫

（新居小学校）

（新居小学校）

肉用冷蔵庫

B

A

L

K

J

I

H

G

F

59.840.63計

三相２００Ｖ単相１００Ｖ

回転釜

ライスチェッカー

品　　　　名No.
光るチャイムチャイム用押釦

直付型４０形Ｄスタイル　Ｗ１５０

新設露出型器具 （ＬＳＳ９－３２００ＬＭ）

ＬＳＳ９－３２００ＬＭＬＥ９

１
５
６
φ

１
６
８
φ

3175

1
2
1

発音方式

寿命

光出力

電子回路＋スピーカ

４万回鳴動または、点滅動作１００時間

キセノンランプのフラッシュ光

電源電圧　ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

形状 適合ボックス　１コ用スイッチボックス

消費電力　待機時　３．５Ｗ（定格電圧にて）定　　格

　　　　　鳴動時　１２Ｗ（定格電圧にて）

パナソニックＥＧ３３１相当品

パナソニックＥＣ１７０相当品

1A 300V AC 3A 30V定格容量

接点構成 片切（常開型）

質量 １２５ｇ

使用周囲温度 －１０℃～＋５０℃
電源装置はライトバー側に内蔵

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

強

光量

弱

EC170

Panasonic

Ｄ

Ｄ

新設露出型器具 （ＬＳＳ９－３２００ＬＭ）

2
1

（５１）×３

(39)

(39)

Ｃ 天井内迄

(39)

(39)

(31)

(31)

wp

既設ダウンライト

照明器具　取替

新設 （３φ２００Ｖ－０．４４ｋＷ）既設 （３φ２００Ｖ－０．５３ｋＷ）

自動反転ほぐし機　取替

２２゜

１４゜

１４゜

１４゜

１４゜

(25)

(25)

2E

F

I

2E

J

H

2E

Ｓ

Ｓ

Ｓ

L

Ｓ

Ｓ

3P30/15Ｓ

D

B

(39)
(39)

既設フード側面に取付

(25)

４Ｐ２０Ａ

１４゜

(25)

2E

2E

(25)

CG

Ｓ

K

Ｓ

EA

※別途移設品

（新設）

（新設）

（新設）

※別途移設品

※別途移設品

※別途支給品

Ｓ

手元開閉器
容量

※別途支給品

※別途支給品

※別途支給品

※別途支給品

新設感知器（差動式２種）

既設感知器に接続

ＡＥ１．２－４Ｃ（コロガシ）
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